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題材展開の大要（全１２時間） 自分の生活と重ねた追究を促す指導

学 習 ○学習活動 予想される生徒の反応 指導・【評価】
時

問 題
間

１ 各 地 ○どんな家に住み ・広い家 ・きれいな家 ○「どんな家に住んでみたい １

の 住 ま たいか考える。 ・好きなことができる家（プ ですか」と問い、自分の住

い を 知 ール、バスケットゴール） み た い 家 を イ メ ー ジ さ せ

ろう。 ・安全な家 る。【関・意・態―ア】

○世界の住まいや ・気候によって住まいが変わ ○各地の住まいの写真を紹介

自 分 の 住 ん で ってくるのだな。 しながら特徴や違いを考え

い る 地 域 の 住 ・文化がちがうと住まいにつ るように促し、気候や文化

まいについて、 いての考え方もちがう。 によって住まいが工夫され

どの ていることに気づかせる。

ような特徴があ ・私たちの住んでいる安曇野 ○「私たちの住んでいる安曇

るかを知る。 の住まいにも気候や文化に 野の住まいにはどんな特徴

よる特徴がある。 があるか」と問い、気候や

文化に合わせて住まいが考

えられていることに気づか

せる。【知識・理解―ア】

○文化による住ま （和式） （洋式） ○違いがわかりやすい和式と ２

い の 違 い に つ ・畳 ・フローリング 洋式についてそれぞれの特

いて知る。 ・床 ・イス 徴を考えさせる。

・すだれ ・カーテン ○「自分の家はどうか」と問

い自分の家を想起して、和

・文化による考え方による違 式と洋式の良さを考え合う

いが大きい。 ことができるようにする。

【知識・理解―ア】

２ 住 ま ○住まいの空間と ・カツオとワカメの部屋は、 ○サザエさん一家の人と生活 ３

い の 空 家族の生活行為 勉 強をしたり、寝たりする している部屋の関係を考え

間 に つ とのかかわりに 部屋 だと思う。茶の間では、 ることで、生活している部

い て 考 ついて考える。 家族 が団欒したり、食事を 屋の関係を考えることで、

えよう。 したり していたな。 生活行為と住空間について

・住まいの中で、様々な生活 関係を考えることができる

行為をしているな。 ようにする。

・ 【関・意・態―イ】

○家族と住まいの ・一人暮らしをしていた祖母 ○サザエさんの家とモデルケ ４

空間について考 だから、一人部屋がいいの ースを比較することで、ど

える。 ではないか。 んな目的でその家が造られ

・祖母が家にいる時間が長い ているか考えることができ

ので、日当たりの良い洋間 るようにする。

を祖母の部屋にしました。 【関・意・態―ウ】

【工夫・創造―ア】

・住む人の性別や年齢、家族 ○各班の発表を聞き合うこと ５

構成によって住まい方は変 ができるようにする。

わって来るんだな。 【工夫・創造―ア】

３ 健 康 ○快適な住まいは ・整理・整頓されていてスッ ○快適な住まいについて自分 ６

で 快 適 ど ん な 住 ま い キリしていて気持ちがいい。 の家を想起して考えようと

な 室 内 か考える。 ・日当たり、風通しがよい。 問うことで、健康で心地よ

空 間 を ・湿度や音も大切なのか。 く住むための室内条件を考

考 え よ ・騒音計で音量を測りたい。 えることができるようにす

う。 る。 【知識・理解－ウ】

○校内の照度・騒 ・音楽の授業があると６０ｄ ○音や湿度を測る器具を紹介

音 を 調 べ 、 快 ｂ 以上あったな。自分の部 することで、数値で比較で
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適 な 空 間 か ど 屋で 音楽を聴いている時は、 きるようにする。

う か を 調 査 す どれ くらいなんだろう。 【関・意・態ーエ】

る。

４ 安 全 ○家庭内の事故の ・階段を踏み外して落下した。 ○自分や家族が家の中で経験 ７

に 住 む 種 類 と そ の 原 手すりや滑り止めシールみ した事故やヒヤリ体験を発

た め に 因を知る。 たいなものがあると安心。 表するよう促すことで、家

は ど う ・祖母がお風呂で滑って転ん 庭内で事故が起こっている

し た ら だ。洗い場に滑りにくいマ ことを認識し対策を考える

よ い か ットを敷くと良いと思う。 ことができるようにする。

考 え よ 【工夫・創造―イ】

う。 ○家族が安全に住 ・火事が怖いな。 ○家にいて、ヒヤリ体験の他

むためにはどう ・地震が怖いな。 に怖いことはどんなことか

したらよいか考 問うことで、地震に対する

える。 意識を高めることができる

ようにする。

【関・意・態ーア・エ】

５ プ レ ○もしも、地震が ・自分の家は、古いから心配 ○「もしも、地震が起こった ８

我 が 家 起 き た 時 、 我 だな。 ら、みんなの家は大丈夫？」

の 安 全 が 家 は 大 丈 夫 ・タンスや食器棚が危なそう。 と問うことで、自分の家を

を 確 か か考える。 ・学校でいうなら、本棚があ 想起しながら、共通教材と

めよう。 る図書館は危なそうだな。 して学校の危険箇所を調査

・自分達の教室は大丈夫かな できるようにする。

・他の教室は大丈夫かな。 【関・意・態―エ】

○共通題材として ・調理の時、４班の人は棚の ○デジタルカメラを用いて、

学 校 を み ん な ガラスが割れたり、中の物 危険箇所を調査し、どんな

の 住 ま い と し が落下したりして、危ない。 時に誰が危険であるのか、

て調査する。 ・教室で授業を受けていて、 人物を入れて撮影すること

地震が起きたら、後ろの席 で、誰がどのように危険か

の人は、ロッカーの上の荷 を考えることができるよう

物が落下するかもしれない。 にする。【関・意・態―エ】

○各班で調べた場 ・調理室の食器棚は、飛散防 ○「どの場所が一番危険だっ ９

所 の 危 険 箇 所 止フィルムが貼られていた たと思う」と問うことで、

や 安 全 対 策 を のか。 発表への意識を高める。ま

発表する。 ・倒れる・落ちる・割れるが た、他の班が調べた部屋の

チェックポイントだな。 危 険 箇 所 や 安 全 対 策 を 知

・家は大丈夫かな。家の危険 り、危険箇所の視点をもつ

箇所や安全対策を調べて見 ことができるようにする。

たい。 【知識・理解―エ】

○家庭で調査する ・食器棚はただ倒れるだけで ○模型を使用し地震時を想定

た め の 着 目 の なく、ガラス戸自体が割れ することで、揺れによって

視 点 を 確 認 す たり、中のお皿が落下して 食器棚やタンスが開くこと

る。 割れる危険があるんだな。 で中の物が落ちることに気

自分の家は大丈夫かな。 づくことができるようにす

る。

・重たい家具が飛んでくるこ ○地震の死因別グラフを提示

ともあるのか。しっかり対 することで、圧迫死する危

策しないと危ないな。 険が高いことがわかるよう

にする。

・長野県でも、栄村や松本で ○栄村のインタビューを視聴

大きな地震があったな。人 しての感想を促すことで、

ごとでなく、ちゃんと対策 地震はいつくるのかわから

を考えた方がいいな。 ないということや他人ごと

・年間１０万回。１日２７３． ではないということを感じ

９回か。１時間に１１回と ることができる。

いうことか多いな。
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【学習ノート活用事例 衣生活・住生活４】

・家では、安全対策あるのか ○お家の人にもインタビュー

な？お家の人に聞いてみた しながら自分の家の危険箇

いな。 所調査と安全対策を調査し

・食器棚など倒れるものや落 ようと促すことで、次時の課

下に関係して高い位置に物 題を把握できるようにする。

がないかは、忘れずに見て

きたい。

○家で調べたこと ・食器棚が倒れてきたら、割 ○お家の方の怖がっていたこ 10
を 班 で 発 表 し れ物もあるし怖いと言って とはどんなことかと問うこ

合 い 、 そ れ を いた。 とで、発表への意欲をもて

参 考 に 自 分 の ・自分の家は、非常持ち出し るようにする。

家 の 対 策 を 計 袋以外の対策はしていなか

画する。 った。

・あの透明なものは何かな。 ○友達の家の安全対策だけで

・食器棚には、飛散防止フィ はまだ解決できない危険箇

ルムを貼っておくとよいの 所があるか発表を促し、全

か。 体で考えたることができる

・あの金具は、どんな風に使 ようにする。また、生徒か

う物なのかな？ ら出てこなかった対策があ

・扉が地震の震動で開かなく れば、グッズを見せ、どん

なるような物なのか。転倒 なことに使うものか問うこ

対策だけでなく、ガラス扉 とで、対策の原理を考える

への対策をしたい。 ことができるようにする。

・○○さんの家のようにＬ字 ○発表したり考えあったりす

金具で留めて安全にしたい。 ることを通して、我が家の

・おばあちゃんの部屋も対策 危険箇所を工夫し、家庭実

をやってあげたいな。 践の計画を立てることがで

きるようにする。

【工夫・創造―ウ】

【関・意・態―オ】

家庭

実践

６ 住 ま ○今までの住まい ・家の役割は、私たちが生活 ○「今までの住まいの学習を 11
い と 自 の学習を振り返 や成長する上で重要な場と 振り返り、わかったことや

分 の 関 り、住まいと自 いうことがわかった。また 疑問に思うこと、自分の住

係 に つ 分の関係につい 快適に安全に暮らす為に、 まい方の関係についての考

い て 考 て書く。 音や湿度、安全対策という えをまとめよう。」と促す

え 、 住 視点を大切にしていきたい。 ことで、住まいの学習を振

ま い の り返る。【知・理ーア～エ】

ま と め ○実践結果をレポ ・○○をやってみて、自分が ○実践レポートをもとに班で 12
を し よ ートにまとめグ 考えてやったことが家族か 発表するよう促す。

う。 ループで発表す らとても感謝され嬉しかっ 【関・意・態―オ】

る。 た。これからも家族と命を

守る住まい方を考えて生活

したい。


